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に
よ

q
柏
村
鎌
勤
務
手
当
丹
ゃ
に

淡
鈴
上
作
業
手
品
叫
が
務
滋
さ
れ

ま
し
た
め
で
、
本
市
に
お
き
ま

し
で
も
手
当
一
を
料
相
殺
す
る
切

と
し
、
給
料
表
‘
持
棋
榔
純
争
点
一
一
、

通
勤
4
T
抱
一
的
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
、
昭
如
刊
間
関
十
品
五
年
開
出
月
一

銭
か
ら
滋
路
上
作
輪
親
子
潟
に
つ

い
て
は
、
問
問
削
刊
閉
閥
十
八
年
開
問
時
丹

…
銭
か
ら
実
絡
す
る
も
の
ぞ
す
。

後
孫
司
宇
中
市
一
一
般
哉
の
検
隊
等

に
対
す
る
間
昭
和
烈
ム
T
品
川
年
十
二

月
実
践
に
か
か
る
潮
来
学
班
舗
の

帥
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
刷
出
品
目

昭
雄
総
背
決

物
伺
醐
の
上
倒
什
簿
を
若
慮
し

一
絞
臨
時
的
戦
員
.
中
市
附
問
、
鈴
没

収
入
役
、
鮎
税
引
同
担
問
お
よ
び
古
川
惜
別
門

会
総
買
に
叫
持
す
る
附
階
級
冊
目
十
七

年
十
一
一
潟
市
耳
絵
師
綴
米
や
お
一
に

限
り
‘
禍
哨
側
側
支
給
す
る
ニ
主
的

脇
村
謝
肉
を
白
止
め
た
も
的
で
す
。

務
官
冊
子
治
総
員
の
蛍
じ
ゅ
っ

念
に
開
閉
す
る
糸
捌
闘
の
制
制
定

1蹴
概

我
孫
子
縁
一
般
環
の
験
阻
聞
の

総
与
に
開
閉
す
る
象
僚
の
一
日
部
教

蕊
日
臨
胤
噛
冊
一
吋
決

M
W
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案
可
決
一
絞
殺
の
戦
災
等
が
、
公
務

め
滋
一
作
に
よ
れ
ソ
災
惑
を
受
け

そ
の
た
め
死
℃
し
、
・
あ
る
い
は

協
同
終
者
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の

終
日
片
端
?
の
功
絡
に
組
報
い
る
た
め

の
設
と
ゆ
っ
念
的
支
給
に
開
閉
し

絞
め
た
も
の
で
す
拾

鵬
判
読
予
告
階
部
日
数
逮
抽
鞘
組
織
制
樹

液
務
総
会
議
相
聞
の
制
問
定
H
間服察

可
決級

制
刊
削
間
十
年
燃
料
月
刊
い
紋
鐙
き

れ
た
行
政
噌
略
的
特
質
に
つ
い
て
は
、

そ
の
遂
営

k
開
同
総
と
を
る
、
と
こ

ろ
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
附
開
制
問
点

に
つ
い
て
い
同
本
的
な
改
善
を
加

え
る
必
婆
が
あ
り
ま
す
の
で
、

現
状
を
綴
夜
、
研
究
し
、
よ
弓

よ
い
行
政
域
内
村
副
脱
線
制
度
的
防
時

点
と
会
務
約
な
護
持
陣
を
開
問
っ
て

い
く
た
め
、
総
問
機
織
と
し
て

め
務
総
会
を
設
け
た
も
の
で
す
硲

我
孫
子
前
線
封
殺
の
後
協
同
で

数
激
動
の
も
の
の
線
級
お
よ
び

韓
民
局
場
畿
に
関
す
る
条
例
の
…

織
改
定
un
閣
問
機
材
可
決

裁
の
行
政
漆
絡
組
織
恥
制
度
審

i月23fHニ守すなわれた繁 i廼E草野寺爺議会

るく正しくきもちよく

いつも笑顔で接しよう

9)iiJ9 E1-12E1 
10月14日-19日

夏多大会

秋季大会

つ
い
て
笈

め
た
も
の
℃
す
。

広
務
時
閉
負
契
約
の
絡
線
普
戚

素
材
可
決

務
総
土
地
区
泌
総
滋
事
業
第

五
開
期
ザ
ム
惑
を
製
品
料
金
銭
…
修
一
一

室
二
十
万
内
を
も
っ
て
、
T

ム附則

一
一
一
一
府
臼
で
小
池
却
時
議
嫁
式
会
社

主
契
約
的
締
結
を
す
る
も
の
伸
、

す。
間
昭
和
問
間
十
七
年
度
一
銭
会
鮎
制

緩
怠
予
算
首
桶
こ
品
市
を
緩
め
る
こ

と
に
つ
い
て
u
H
絞
殺
湾
決

今
図
的
措
附
Y

誌
は
、
限
定
的
餓

入
総
出
予
算
に
歳
入
、
地
摘
出
そ

れ
ぞ
れ
一
一
千
一
一
道
七
十
七
万
八

千
m門
を
追
加
し
、
後
入
歳
出
予

算
的
総
献
酬
を
こ
十
八
冊
部
品
ハ
千
十

令
万
八
千
閉
門
と
す
る
と
と
も
に
・

依
務
負
綿
一
行
為
的
機
液
お
よ
ぴ

柏
崎
方
描
倒
的
機
一
止
を
行
な
う
も
の

で
す
。ム

乏
な
内
務
同
川
、
品
桃
山
山
に
お
い

て
紛
ら
淡
定
等
h
h

仰
げ
う
人
件
費

円
返
秘
的
ほ
か
・
品
目
ヒ
ゆ
っ
金

総
否
五
十
万
問
問
、
沈
子
禁
広
域

・
水
滋
食
裁
開
開
設
置
抑
陀
唱
閣
情
帥
織
金

負
担
金
八
十
五
万
m円
、
納
税
問
組

合
限
緩
い
交
付
金
お
よ
び
浴
後

部
品
刺
殺
総
金
抽
濯
機
五
百
一
一
十
一
一

万
三
千
m
門
唱
老
人
総
療
伏
助
費

七
阪
大
十
九
万
一
一
…
子
問
、
児
童

昭
和
相
関
+
七
年
度
慰
問
問
後
絞

探
検
事
業
線
総
会
計
描
補
正
予
算

第
一
惨
を
緩
め
る
こ
と
に
つ
い

て
H
類
家
可
決

絵
お
d

時
叫
市
此
に
伸
庁
ワ
入
品
汁
絞
め

治
相
掛
繍
友
情
、
す
e

酬
明
蜘
判
開
問
十
七
集
療
品
泌
総
区
一
滋

滋
理
事
機
特
別
会
針
傭
蕊
予
算

第
一
目
婚
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
司
綴
議
官
添

給
与
改
定
に
然
、
今
人
件
費
の

迫
総
務
政
と
築
総
土
地
問
協
組
問
杭
制

緩
楽
業
第
五
制
期
工
事
曲
目
一
悠

供
お
お
よ
び
入
学
総
金
追
加
崎
一
幅

一
…
十
九
万
湾
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
ヱ
一
帯
焚
ぬ
福
一
千
一
一
一
滋
4
4

…

十
…
一
一
万
八
千
円
、
争
相
限
泌
波
法

下
水
幾
感
情
蝋
災
情
世
金
二
子
際
世
悶

八
十
八
万
七
千
閉
門
、

t
叩
伎
‘
青

山
線
地
聴
い
明
工
事
費
一
千
三
百
八

十
万
円
、
出
入
叩
土
台
数
水
路
公
務

総
滋
淑
三
千
万
湾
、
絵
筆
・
持
取

委
託
制
材
資
五
十
七
万
九
千
問
、

幾
三
小
、
務
側
関
小
的
特
村
総
数
歳

時
附
尚
樹
創
刊
附
時
十
日
七
十
一
一
万
七
千
m
門

等
円
近
知
加
で
す
。

切
切
れ
ら
mw
敵
機
と
し
て
は
、

地
中
々
が
ん
付
税
に
お
い
て
六
千
八

…
自
ゴ
一
十
五
万
一
…
干
潟
、
県
支
出
部

品
臓
に
お
い
て
三
千
時
八
十
一
万
m
円、

市
僚
に
お
い
て
一
一
千
一
一
一
島
七
十

七
万
八
千
汚
縁
者
計
上
し
た
ほ

か
、
抑
制
必
用
計
画
費
の
絞
山
州
に
対

浴
す
る
間
関
際
支
出
金
円
減
数
を

ω
刊
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
網
開
務
負
加
刊
行
為
的
納

豆
と
し
て
は
、
ブ
レ
ハ
プ
松
島
問

十
芯
品
数
議
分
新
設
工
務
一
一
千
八

百
九
十
万
附
門
と
学
校
用
務
総
務

入
党
五
百
六
十
…
万
七
千
宍
的

進
制
閣
で
あ
り
地
方
縞
柄
拘
総
涯

で
は
、
ゴ
ミ
処
線
総
設
耐
茸
鵬
閉
幕

裁
は
か
間
開
件
の
掘
隅
出
成
制
聞
の
追
加
胤

変
褒
お
よ
ぴ
郷
市
計
回
開
幕
議
ほ

か
一
一
件
円
相
賦
療
制
倒
的
絞
殺
変
裂

で
す
。

口
l
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
あ
れ
ソ
ま
す
A

後
秀
な
学
ゑ
か
樹
骨

資
格
制
押
女
を
外
的
閥
均
数
貸
出
怯
間
関
門
家
で
あ
る
と
間
同
時
に
、
立
派

で
帥
相
殺
事
せ
滋
棚
田
協
同
問
的
滅
的
を
然
校
総
僚
と
な
る
湾
総
伎
を

酬
明
柳
時
と
友
簿
を
嶋
崎
議
き
せ
る
た
符
つ
者
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
品
U

z

-

-

め
吋
級
相
官
緩
ん
。

ポ

h
E
L
節
回
出
」
を
説
問
中
間
硝
同
同
町
滅
的
友
情
と
滋
臨
府
内

出
え
:
漁
帯
出
滋
し
ま
す
。
州
問
条
約
立
か
け
織
と
し
て
奉
ι比

一
h

リ円以川

J
三
俊
秀
な
ゆ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
a

こ

芸
u
h闘
潟
一
生
や
専
門
家
の
た
め
に
は
、
終
し
み
や
す
い

三

奈

生

め

誌

研

究

主

的

な

芸

品

川

闘

の

文

化

一Jl
n広
務
一
を
過
と
て
附
協
や
田
問
問
問
燃
寄
ら
に
生
体
問
機
火
に

一出品川

V
1
U一
際
線
制
貯
に
寄
対
す
る
好
慈
的
関
心
と
自
分
的

-
j
d
-
H除
h
F

一
与
す
る
こ
と
考
え
を
級
感
に
功
出
端
的
に
日
出
ぇ

r
d
d
v阪
肘
一
を

ghmと
し
る
総
力
が
め
緩
と
き
れ
ま
す
e

予
三
川
岡
田
川
ヘ
務
総
老
練
繍
者
は
次
の
線
条
件
に
該

一
ベ
H
H
H

日
悩
仰
崎
町
に
何
ら
か
の
迭
し
て
い
な
け
れ
ば
ム
な
り
ま
せ

こ
…
品
川
…
・
:
程
一
芸
や
説
明
ん
。

fvvぺ
軍
一
番
な
ど
を
奴
イ
綴
滋
位
、
仏
語
然
、
熱
意
、

士丸山川氏
γ計
一
得
さ
せ
る
た
遠
山
路
像
、
制
的
地
¥
額
約
内
線

M
J出
拠
出
め
で
は
る
り
災
き
を
笑
殺
す
る
こ
と
。

z
d
h
v
f
h
J
E
一
ま
せ
ん
。
口
市
議
絡
に
お
い
て
、
翠
造

問
一
昨
日
日
一
万
円
一
一
一
一
稜
の
プ
で
必
閣
官
と
な
る
時
間
話
に
熟
漆

間
・
いね
いい
υ
山
中
日
グ
ラ
ム
の
し
て
お
号
、
当
地
区
制
所
定
町

一

コ

日

中

川

署

や

際

的

言

テ

ス

ト

に

A
蒸
し
て
い

ね

1

一
は
務
叙
し
て
る
こ
と
。

コ
戸
お
号
、
命
中
な
っ
外
側
関
守
的
…
援
し
い
一
ヶ
与
の

紛
異
点
は
年
令
と
絵
嘱
円
水
機
‘
研
究
と
旅
行
に
心
身
と
も
に

お
よ
び
街
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
的
水
た
え
ら
れ
る
こ
と
。

準
と
鋭
機
に
あ
り
ま
す
。
一
二
一
機
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
火
学

榔
昨
年
男
女
と
も
申
綴
資
絡
が
附
問
、
大
学
‘
移
門
前
向
珊
問
練
に
分

事
セ
訴

ι害
包
書
き

E
&£
事
象
哲
念
書
金
書
主
主
審
先
祭

ι苦
主
主
な
£
喜
証
書
主

総
査
委
員
に
選
任
さ
れ
た
津
川
治
一
二
九
議
員

部組問阻
j
e
:市
議
三
棉
剤
、
点
勝
業
土
木
診
任
委
員
会
制
緩
災

後
、
決
韓
持
車
骨
骨
就
特
別
委
員
会
委
員
長
、
噌
雄
総
開
問
題
対
策

特
別
委
照
会
委
員
後

開
明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
一
語
生
ま
れ
@

弘明晶醗

家
回
世
販
売
品
購

住
読
本
町
二

τ日間

二
一
番
二
十
一

分

第
一
間
臨
時
市
議
会

一
控
訴
討
補
正
予
算
事
十
二
件
一
課

特
別
会
計
補
正
予
算
も

四

件

決

ま

る

千
万
内
に
つ
い
て
は
、
間
哨
向
刊
mm

十
七
年
度
三
千
万
出
向
、
昭
和
制
時

十
八
年
度
八
千
方
向
内
総
総
費

滋
滋
を
す
る
も
の
で
す
e

際
和
銀
十
七
年
渡
公
品
開
下
水

道
事
由
冊
柚
判
例
会
計
綴
蕊
串
念
品
構

二
号
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

2
綴
祭
可
決

久
串
寸
家
ポ
ン
プ
櫨
明
朗
m
池
田
同
級

輔
聞
の
叫
制
上
、
管
出
掛
絞
殺
終
的
滅

相
酬
を
行
な
っ
た
ほ
か
、
地
劣
後

時
間
混
と
し
て
、
総
数
献
組
織
事
業

却
時
抽
出
版
俊
紺
倒
的
一
追
加
出
世
旗
端
院
を
行

な
っ
た
も
の
で
す
。

間
唱
制
限
十
七
年
度
上
水
浴
療

機
会
齢
総
豆
予
纂
第
二
号
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
H
H
威
嚇
惜
可

決
ニ
的
情
期
廷
は
、
給
水
人
目
的

胤
哨
加
仁
義
づ
〈
佼
料
品
工
事
噌
碕
鵠

数
次
災
工
事
円
返
淑
お
よ
び
給

与
改
定
に
惨
事
ヲ
人
件
曲
目
的
汲
加

山
間
一
止
で
す
飽

般
常
革
委
員
の
滋
M

院
に
つ
い
て

島
問
開
放
畑
町
淡

湘
隅
会
議
H
H
の
う
ち
か
ら
議
針
恕

す
る
然
災
袋
質
的
欠
闘
機
充
の

た
め
後
絞
殺
と
し
て
、
晶
体
制
円
筒

…
ぷ
九
滋
賀
に
決
ま
り
ま
し
た
。

か
れ
て
お
冷
ま
す
。

申
請
手
総
得
務
総
に
つ
い
て

は
‘
謝
料
糸
子
+
用
品
開
…

l
五
i
三

子
業
銀
行
我
係
子
支
出
柏
市
内
務
判
明

子
ロ
ト
タ
り
i
ク
ザ
ブ
電
話
八

二
同
時
一
ぷ
…
一
一
番
(
た
だ
し
、

金制噌
8
の
午
後
十
二
時
一
一
一
十
分

か
ら
午
後
一
均
一
一
一
十
分
ま
で
)

ま
た
は
、
机
特
一
事
向
井
上
ふ
課
税
さ

ん
ま
?
電
話
八
二
線
…
九
一
一
一

な
お
弓
申
翁
は
一
一
一
日
付
十
五
B

ま
で
に
申
し
込
み
〈
だ
き
い
。

{
我
孫
予
悶
i

h

ア
ワ
ー

ヲ
ラ
ブ
)

802 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
i

職

員

募

集

代
判
明
子
市
ク
リ
i
ン
セ
ン

タ
i
併
問
機
戦
闘
舟
を
次
の
と
お

り
募
集
い
た
し
ま
す
。

V
踊
鞘
輔
鴨
お
よ
び
採
悶
m
予
定
人

員
mw
榊
札
気
後
衛
鵬
判
回
路
…
名
盤
情

三
機
被
災
主
任
投
機
殺
の

免
許
資
格
的
あ
る
者

品W
胤
開
制
開
設
絞
殺
閏
月
一
名
専

門
輔
部
判
械
を
終

γし
た
翁

ま
た
は
機
械
説
明
臨
駅
近
年
以

上
の
翁

③
ク
レ
ー
ン
総
作
賞
一
名

ク
レ
ー
ン
機
胎
げ
に
三
年
以

上
の
脱
税
験
を
官
官
す
る
務

出W
N
F
操
作
員
二
名
ポ
イ
ラ

ー
ま
た
は
機
械
に
絞
殺
あ

る
者
傷
後
然
環
員
二
名
曲
同
動
一
車

遂
絞
免
特
許
を
有
す
る
殺

③
品
作
業
員
二
名

A
W組問機
糊常時
H

二
名

⑧
用
務
問
見
〈
骨
院
予
)
一
名

V
後
拙
帽

m
w年
令
江
…
十
五
オ
十
本
溺
抑
制
宥

③
本
市
に
夜
伎
町
議
か
遜
仙
制

計
円
絡
を
者

甲
南
甲
し
市
崎
み
祭
波
書

常
市
販
の
回
開
蹄
瓶
幾
に
紀
入
L.

資
絡
免
許
証
の
写
し
を
添

え
て
我
孫
子
治
総
務
部
品
情

幾
人
留
学
諜
へ
お
山
申
し
込
み

〈
だ
普
い
。

ザ
受
付
期
間
関

問
削
制
刊
問
時
十
八
年
二
月
十
六

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

〈
総
務
人
態
録
)



uu 
拘月。。年締

船
時
停
刊
行
会
っ
て
お
り
ま
す
片
同

紙
組
問
制
柄
、
所
得
税
、
事
業
税
等
的

…
出
申
告
椙
誌
は
、
す
で
に
ご
月
二

一
十
一
一
今
日
向
か
ら
務
総
夜
ご
と
に
巡

一
際
L
て
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

一
市
俊
樹
剤
開
閉
が
近
づ
き
ま
す
と
術

…
役
所
の
窓
口
が
非
常
に
摘
出
総
し

一
ま
す
の
で
等
協
に
期
食
さ
れ
ま

一
す
よ
う
お
緩
い
い
た
し
ま
す
。

一
申
袋
潮
崎
蹴
一
二
月
十
五
日
ま
で

一
で
す
。
期
開
脱
出
門
に
卒
後
し
ま
せ

一
ん
と
各
徴
的
被
脇
陣
が
緩
め
ら
れ

一
な
い
組
明
A
W
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

一
に
制
剤
絞
後
円
申
告
で
す
と
納
税

網
に
も
い
ろ
い
ろ
持
獲
が
ん
も
や
と
ま

ニ
す
の
で
、
あ
ず
期
限
内
に
ゆ
告

し
て
〈
だ
き
い
@

び
嗣
叩
僚
密
告
機
感

L
な
付
れ
ば
な

ち
な
い
人
間
唱
和
明
間
関
十
八
匁
…

あ
R

月
…
罫
現
波
紋
潤
知
子
市
に
仲
間
み
、

総
出
特
間
関
十
い
い
卒
中
に
品
開
得
が
あ

載
っ
た
人
。
(
た
だ
し
、
所
得
が

i

一
ヵ
絞
め
勤
務
先
か
ら
給
与
所

得
だ
け
で
毎
月
的
絞
殺
か
ら
住

イ
田
内
相
慌
を
災
訓
引
善
意
れ
て
い
る
方
、

…
ま
た
は
凝
視
枠
組
棋
の
確
定
期
券
幾

口
組
問
叶
刊

宗
総
裁
翻
練
校
が
あ
号
ま
す
。

一
一
一
こ
れ
は
、
中
小
A

滞
緩
め
等
裁

一
一
一
主
主
で
て
紛
ら
め
護
労

一
一
一
機
お
に
対
し
て
臨
制
裁
に
必
要
な

一
明
知
識
を
明
開
制
押
さ
せ
る
た
め
の
線

三
議
訓
練
校
で
あ

i
E長
i

Z
9、
制
訓
練
の
数
磁
穏
献
問
山

一

諮

問

同

凶

器

開

組

閣

却

m

一
一
一
斜
、
期
間
、
数
蝉
磁
協

会
融
専
に
つ
い
て
線
級
筋
鮒
韓

一
一
一
匁
常
弔
問
認
定
を
品
工
け
陥
内
線
、

士
一
市
の
捻
導
緩
紛
の
も
と
に
学
科

叶
一
一
と
総
本
災
砧
恨
の
一
部
を
集
合
訓

一一
二
一
線
で
禁
本
実
技
内
一
糊
酬
と
昨
昨

日
常
期
実
技
を
嗣
瞬
々
の
然
出
掛
判
明
場
で

一一一二
一
時
制
業
制
問
絞
殺
滋
終
的
も
と
に
門
口

↑
明
案
内
作
識
を
し
な
が
ら
誠
悼
碑
を

…
…
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

を
税
務
畿
に
柵
輸
出
菩
れ
た
方
に
終
議
翁
移
殺
に
つ
い
て
は
昭

つ
い
て
は
率
告
の
必
婆
は
島
号
制
刊
間
同
十
七
年
中
に
支
払
っ
た

ま

せ

ん

。

)

領

収

書

留

を

あ

ら

か

じ

め

総

裁

ま
た
、
山
中
L

時
制
緩
を
談
出
す
る
し
て
〈
だ
現
い
。

と
き
は
手
引
き
を
よ
く
読
ん
で
③
念
品
附
絞
殺
終
毅
徐

利
払
入
し
て
く
だ
さ
い
。
伎
所
、
支
払
い
議
開
明
帯
留
ま
た
は
漁
師
縦

氏
名
、
生
年
月
吾
、
食
品
開
係
険
③
小
越
模
企
業
共
他
府
組
吋
机
相
会
挫

科
時
間
酪
師
、
鉄
綴
拙
削
除
機
な
ど
は
、
脇
陣

わ
ら
か
じ
め
総
入
的
う
え
申
告
小
波
崎
概
念
議
共
済
事
業
団
に

紛
叫
附
さ
れ
る
よ
う
お
綴
い
い
た
支
払
っ
た
第
一
後
共
淡
線
約

し
ま
す
e

町
一
様
け
金
お
よ
び
心
身
隊
小
骨

申
告
の
と
き
鈴
務
す
晶
も
の
者
扶
議
終
端
例
制
般
に
も
と
ず

担

保

総

〈

支

払

い

金

丹

野

肱

明

書

。
叙
入
問
削
鞘
町
関
係
綬
簿
川
市
帯
蹴
臓
機
収
入
品
M

ら
鐙

L
引
か
れ
る

業
所
得
者
宅
一
半
数
拠
地
叫
問
機
翁
授
時
開
証
明
容

は
申
告
併
町
市
慨
術
開
時
務
柄
欄
書
記
③
求
問
相
災
犠
総
務
費
綴
徐

人
の
た
め
必
繋
)
品
的
措
例
制
脱
会
的
絞
開
明
書

。
総
銭
的
わ
か
る
番
絞
め
幾
議
闘
用
自
動
車

。
所
得
か
ゐ
祭
し
削
引
か
れ
る
後
李
被
ま
た
は
納
税
鴫
期
総
数

除

綬

開

明

幾

③

土

地

改

災

飲

湘

開

放

臨

時

①

雌

精

州

制

緩

臨

時

点

織

改

良

町

悼

の

註

明

、

た

だ

警
察
、
消
防
署
内
証
明
滋
し
チ
質
調
憎
土
地
改
良
区
に
つ

③

箆

療

費

役

除

い

て

は

持

参

本

線

盤
情
綴
へ
の
災
払
い
絞
務
官
官
③
A

小
作
料
校
脇
陣

品W
役
会
然
険
料
検
品
開
泳
中
叫
へ
の
小
隊
朝
刊
支
払
い
領

問
闘
縁
談
、
母
回
周
年
念
お
よ
ぴ
絞
察

共
問
機
縁
側
訓
練
校
の
輪
特
設

。
食
品
脱
淵
怖
湯
川
L

悌
都
議
し
た
学
科

や
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
が

で
き
る

。
務
総
は
然
脚
仲
安

n，
i
vす
る

愉
純
情
端
的
技
術
や
教
官
持
層
汁
の
中

出
思
議
州
側
お
よ
び
職
業
組
問
機
綴

。
就
殺
し
て
比
絞
約
制
鴇
線
開
倒
的

品
鳴
門
学
A
Y
に
制
制
限
は
あ
号
ま

せ
ん
)

制
師
陣
鴨
緑
す
殺
の
帥
判
決

内

U

枚
組
出
総
裁
談
時
械
的
合
格
者
は

校
総
土
油
開

導
員
が
、
学
制
作
、
終
始
拭
を
畑
担

幾
し
、
総
力
開
朝
、
綴
人
制
刷
、

ゑ
線
中
心
、
盗
殺
の
議
情
聴
を
行

者
っ
て
い
ま
す
。

。
一
一
刊
紙
校
総
検

後
学
科
免
徐

o
指
導
員
免
許

出叩鵠闘交抑留

詳
絡
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
千
幾
燥
機
芯
労
働
部
酷
制

裁
斜
線
総
綴
導
係
へ
(
電
話
。

綴
七
二

i
二一二

l
二
七
五
関
数

へ)

入
学
資
総

日
新
し
く
中
学
、
官
開
校
を
卒
業

L
た
者

〈雌開策編輯爾開制輯〉

俊民税僚をき穏談a稜章受

分合。内。昨吋
O
R
V
 

獄

。
午

す
で，p

炉
、

一
で

巴みれ所

主

役

時

i

日

必

山

修

{

¥

市

T

後

筑剖吋

L

i
二

日…

E
一
日
袋
一
釘
日
山
明
鳩
山
明
日
々
一
綴
ん
寸

5
一
昌
一
7
…
畠

9

W
れ
お
引
u

h

H

H

h

一
釘
ら

旬
月
…
月
一
月
…

n
n
n
n月
汚
月
月
一
部
仙

3
…
3

一3
…
3

3

3

3

3

3

3

一
ム
ヵ

③
由
融
機
関
崎
市
川
綿
締
役
除
抑
制
け
的
中
n
N
M

ぶ
慾
に
開
明
け
中
山

時
時
停
ゃ
に
バ
イ
ン
ダ
ー
奄
潟
告
し
て
〈
だ
さ
い
。

儲
慨
蜘
同
盟
守
を
時
晴
入
を
し
た
人
は
そ
的
他
詳
絡
に
つ
い
て
は
、

砕
購
入
証
明
議
〈
柑
瞬
間
帆
議
」
、
ま
中
市
役
所
市
民
税
綴
へ
お
問
い
令

た
静
物
逮
捕
閥
的
総
体
聞
に
つ
い
て
わ
せ
く
だ
普
い
。

は
、
級
協
動
車
内
議
後
ム
口
綴
(
合
間
開
民
税
課
)

を
参
考
に
し
ま
す
の
で
、
米

月

課
税
台
帳
の
総
覧

三
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

昭
明
制
判
関
十
八
年
絞
め
協
定
資

鼎
脱
税
、
郷
市
計
一
関
税
は
間
四
日
丹
に

約制帆鴻瑞
h

相
会
を
発
送
い
た
し
ま

す
が
、
こ
れ
に
先
が
け
ど
制
時
総

合
制
収
を
一
一
…
汚
…
日
か
ら
二
十
自

ま
で
総
裁
い
た

L
ま
す
。

的
回
分
的
密
定
資
産
の
甜
昨
阿
糊
は

ど
れ
く
ら
い
に
を
っ
て
い
る
か

ま
た
、
昨
抑
制
ザ
ゃ
に
土
凶
端
、
家
屋

岬
鴨
緑
愛
媛
に
異
動
的
ゐ
っ
た
方

な
ど
は
ぜ
び
こ
の
機
会
に
お
た

し
か
め
〈
だ
き
い
。

も
し
、
こ
科
会
般
に
畿
録
き

れ
た
機
織
に
制
問
鵠
臓
が
あ
る
場
合

川
伸
一
一
…
均
三
十
…

n
u
ま
で
に
文
欝

で
、
携
の
罰
定
資
意
綿
昨
糊
問
後
附
閥

会
へ
宜
骨
盗
町
議
求
み
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

制
糊
勘
風
脚
吋
側
関
午
約
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
吋
ま
で
。
と
ど
し

土
綴
白
は
午
線
八
時
点
十
分
か

ら
波
午
ま
で
と
器
開
哨
自
は
午
菊

九
時
吋
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。

磯
部
開
我
孫
子
市
役
滋

{
榔
貝
掛
職
務
欄
脚
}

更
生
資
金
の
紫
し
付
け

結
談
は
福
祉
事
務
所
へ

絞
殺
更
生
資
金
貸
し
付
け
約

度
が
島
り
ま
す
円
で
、
。
僻
糊
常
な

方
は
お
市
申
し
込
み
〈
だ
さ
い
。

こ
的
資
金
的
資
L
付
け
対
象

と
を
品
世
帯
持
弘
、
収
入
が
少
な

く
ま
た
、
必
出
世
な
資
金
的
滋
滋

を
抽
出
か
ら
品
説
け
る
こ
と
が
樹
祭

主
緩
め
ら
れ
る
喰
殺
で
す
。

資
金
時
種
類
は
更
生
資
金
、

身
体
障
害
者
割
民
生
品
員
会
、
ゑ
棋
倒

品
丹
念
、
一
裕
祉
資
金
、
仲
間
礎
資
食

修
学
資
金
、
由
時
描
情
説
寓
品
薦
、
災
等

援
助
編
成
金
で
す
が
、
借
料
品
叫
限
度

鎖
、
後
議
開
制
柚
問
、
格
差
棚
網
開
問
な

ど
に
つ
い
て
は
一
橋
被
背
中
祉
制
緩
へ

お
問
い
合
わ
せ
〈
だ
幸
い
砂

貸
付
利
子
は
第
三
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
が
、
期
間
議
期
間
中
お
よ

び
修
学
資
金
は
銀
総
子
で
す
。

〈
帽
畑
総
務
務
所
}

国
保
被
保
験
轡
甑
の
更
新

お
近
く
の
会
場
で
今
月
中
心

額
引
在
使
用
さ
れ
て
い
る
帥

験
者
絞
は
、
…
…
…
拘
月
…
二
十
コ

抽
院
幽
刑
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

ま
た
.
更
新
丹
念
場
で
削
期
開
問

一
一
一
丹
十
五
日
か
ら
三
月
三
十

一
E
ま
で
次
円
程
訓
慌
で
務
総
健

康
保
険
絞
保
険
翁
統
的
資
務
を

行
な
い
ま
す
の
で
、
お
近
〈
師

会
場
で
乎
付
税
き
を
し
て
新
し
い

綾
探
検
考
誌
と
お
と
り
変
え
く

機2出

学
校
用
務
員
募
集

布
佐
・
小
学
校
向
学
狭
湾
務
関
闘

を
次
的
t
h
b

号
骨
骨
緩
い
た
し
ま

ふ?。
wv
年
令
mm
十
幾
ま
で
の
餓
綾
な

方
曹
ム
申
し
込
み
糊
潮
時
同
体
、
三
月
十

五
一
お
ま
で
に
我
孫
↓
士
市
教
管

委
員
会
へ

@
原
則
問
と
し
て
住
み
込
み
可
能

在
中
々
鮮
総
に
つ
い
て
は
教
脊
委
員

品耳へ

〈軸輯榔問蝿耐胤開会〉

…
…
…
閥
均
の
脊
児
穏
談

一
一
一
月
の
脊
用
品
相
続
は
次
的
野

判
官
で
行
な
い
ま
す
の
で
ご
彬
緩

く
だ
さ
い
。
線
路
絵
、
い
ず
れ

の
会
場
も
午
前
十
誇
か
ら
十
-

時
一
一
一
十
分
ま
で
と
午
後
…
持
か

ら
三
時
吋
ま
で
で
す
。

な
お
、
邸
時
子
手
掛
駅
を
忘
れ
ず

に
ど
終
参
く
だ
き
い
。(
保
縁
側
蹄
}

タパコは志向で

抽
操
縦
暗
然
険
制
問
的
滋
叫
約
L
て
い
る

方
的
然
続
納
税
と
滋
抽
制
緩
瑚
鳴
を

行
な
い
ま
?
。

な
お
‘
一
史
料
相
す
る
綴
め
こ
ま

か
な
チ
μ

就
き
に
つ
い
て
措
同
盟
国
民

蹄
融
機
保
険
加
入
者
向
世
融
市
栄
潔

に
ハ
ガ
キ
で
遜
紛
い
た
し
ま
す

の
で
‘
よ
〈
ご
絞
め
う
え
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

だ
し
草
す
。

(
悶
保
信
宇
品
脱
線
〉
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一
品
開
円
の
行
政
相
談

三
月
円
行
政
相
知
淡
お
よ
ぴ
人

権
擁
護
総
絞
は
次
め
と
お
り
行

な
い
ま
す
の
で
m

}

利
用
期
〈
だ
き

帯
日
臨
時
司
三
月
二
十
火
器
ヤ
蛸
附

ナ
時
か
ら
午
後
一
一
…
時
ま
A
Y

時V
噛明制問一
i

中
糾
昨
下
公
民
館

な
お
、
当
沼
会
叫
凶
行
政
相
談
後

災
と
人
権
擁
議
給
油
掛
端
胃
炎
が
山
間

串
聞
の
予
定
で
す
移

(
会
箆
祭
)

a本
史

の

学

問

開

会

E
本
史
的
学
制
閥
会
を
次
的
と

ね
り
行
な
い
ま
す
の
で
‘
出
骨
時
略

的
応
品
方
H
H

ぜ
nv
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

軍
制
剤
霞
に
ふ
悶
月
十
七
釘

V
帥
吋
糊
附
い
や
後
一
叶
時
半
か
ら
一
↓
一

時
半
ま
で

wv
場一腕

γ中
書
公
民
付
開

百

v
議
録
一
家
制
問
拙
附
高
等
学
校

教
諭
蜘
聡
腕
幻
可
郎

wv
内
容
一
聖
徳
太
子
は
ど
の
よ

3
な
政
治
を
行
な
っ
た
か
。

(
数
帯
同
婆
員
会
)

淡

繁

生

活

講

座

子
業
務
松
戸
川
哨
資
金
山
部
セ
ン

タ
ー
で
は
、
拙
削
減
者
の
み
な
さ

ん
に
崎
市
崎
詩
集
活
に
関
す
る
然
滋

を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め

間
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
殺

に
申
し
込
み
く
だ
き
い
。

w
，
総
帥
吋
及
び
テ

i
マ

一ぷ
n
月
七
日
不
止
対
策
一
本
に
つ
い

て
、
三
月
十
関
自
然
輪
開
楽
に

つ
い
て
、
一
一
一
月
ニ
十
八
日
泊

臓
の
は
な
し

時
間
関
は
、
い
ず
れ
も
午
後

一
時
か
ら
と
吟
ま
で
で
す
修

曹
干
潟
国
間
紙
一
戸
市
市
小
根
本
七

ふ
思
議
拙
則
合
同
庁
舎
五
階
子
楽

祭
松
一
戸
消
費
生
総
セ
ン
タ
ー

智
弘
録
。
関
七
一
一
…
!
ム
ハ
一

l
二

二
一
鈴

制

v
お
銭
ど
な
た
で
も
宮
山
聞
に
参
紛
で

き
ま
す
。
出
申
し
込
み
的
場
合

は
緩
級
、
ハ
ガ
キ
、
来
訴
の

い
ず
れ
で
も
絡
様
で
す
。

V
受
講
料
無
創
刊
で
す
。

〈
脇
開
演
蹴
醗
典
課
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